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干 支
「干支は何ですか」と尋ねられると、「いのししで

す」とか「とらです」と答えることが多いと思いますが、
それは十二支です。干支とは「甲・乙・丙・丁・戊・
己・庚・辛・壬・癸」の十干と、「子・丑・寅・卯・
辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥」の十二支を組み合わ
せたものを言います。十干の「干」と十二支の「支」で
「干支」です。
甲子（きのえ ね）
乙丑（きのと うし）
丙寅（ひのえ とら）
丁卯（ひのと う）

・
・
・

庚申（かのえ さる）
辛酉（かのと とり）
壬戌（みずのえ いぬ）
癸亥（みずのと い）

６０で一周します。今年の干支は「乙巳（きのと み）」
です。
「甲子園球場」「壬申の乱」「戊辰戦争」などは干支

が名称に使われています。

…「うんかく」と読みます。
書庫、書斎という意味です。

（「 」は書籍に挿む虫除けの香草）

(裏面に新しく入った本の紹介を載せています）

え と

第172回 芥川賞 直木賞 決定

芥川賞 『DTOPIA』 安堂ホセ 氏

『ゲーテはすべてを言った』鈴木結生 氏

直木賞 『藍を継ぐ海』伊与原新 氏

返却期限が過ぎて
いる本は、速やか
に返却してくださ
い！！



新しく入った本の紹介

『恋とか愛とかやさしさなら』一穂ミチ 著 小学館

『２４のひらめき！僕らの季節』田丸雅智 著 河出書房新社

『さくらのまち』三秋縋 著 実業之日本社

『雫』寺地はるな著 NHK出版

『青春ブタ野郎はバニーガール先輩の夢を見ない』鴨志田一 著 KADOKAWA

『コンビニ兄弟 ４』町田そのこ 著 新潮社

『ネットでいじめられたら、どうすればいいの？』春名風花 著 河出書房新社

『難民・移民のわたしたち これからの「共生」ガイド』雨宮処凜著 河出書房新社

『わたしたちの世界を変える方法 アクティビズム入門』中村眞大編著 河出書房新社

『世界ぐるぐる怪異紀行 どうして“わからないもの”はこわいの？』奥野克巳 監修 河出書房新社

（イラスト：イラストAC）

小 説

社会科学

『宇宙から考えてみる「生命とは何か？」入門』松尾太郎著 河出書房新社

『理科年表（令和7年）』国立天文台 編 丸善出版

『いっしょに翻訳してみない？ 日本語と英語の力が両方のびる5日間講義』越前敏弥 著 河出書房新社

『10代からの文章レッスン みんなどうやって書いてるの？』小沼理編著 河出書房新社

『ぼっち現代文 わかり合えない私たちのための〈読解力〉入門』小池陽慈 著 河出書房新社

言 語

自然科学

『14歳のヒロシマ 被爆者が伝える戦争と平和のはなし』梶本淑子 著 河出書房新社

『スポーツを支える仕事』元永知宏著 岩波書店

『心と体を調律する月めぐり習慣』松岡純子 著 ディスカヴァー・トゥエンティワン

『ピアノを尋ねて』クォ・チャンシェン 著 新潮社

その他


